
 

202020

笑
顔
で
伝
統
を
引
き
継
ぐ
ぞ
！
（
我
謝
の
子
ど
も
獅
子
舞
）

笑
顔
で
伝
統
を
引
き
継
ぐ
ぞ
！
（
我
謝
の
子
ど
も
獅
子
舞
）

送付先

題  字 制  作  者

第10期議会広報調査特別委員
後列：左から　　平良正行委員、上里善清委員、新川喜男委員
前列：左から　　崎原盛秀副委員長、伊集　悟委員長、伊計裕子委員

総務財政常任委員会の
浦添市での調査のもよう
（11月12日）

　総務財政常任委員会（真栄城　哲　委員長）は、９月定例会に提出された
陳情第７８９号についての継続審査のため、１１月２日に南風原町、同月１２日
に浦添市を視察調査しました。
　南風原町では一括交付金を使って自治会が指定管理している施設につい
て、浦添市では自治会事務所として使用する土地建物に係る補助制度など
を調査しました。
　また、文教厚生常任委員会（伊計裕子　委員長）も同様に、陳情第792号
についての継続審査のため、１１月１６日に陳情者を参考人招致しての聞き取
り、同月２６日には県高齢者医療広域連を視察し、西原町の高齢者医療の状
況について調査しました。

総務財政常任委員会の
南風原町での調査のようす
（11月2日）

印刷／丸正印刷株式会社

　表紙の題字（『議会だより』の文
字。横書き）と写真を募集していま
す。上手い下手は関係ありません。小
学生から大人まで、いきいきとした
題字と笑顔あふれる写真をお待ちし
ています。

議会事務局（担当：新川）

※詳細は議会ホームページを
　ご覧ください。

Mail : gikai_jimu@town.nishihara.okinawa.jp

  Tel.   945-5122
 Fax.   945-5045

委　員　会　活　動
～閉会中の継続審査～
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定 西 原 町 議 会 事 務 局

議会だよりに対するご意見
ご要望はこちらへ

、

TEL:098-945-5122

9月議会の傍聴者

延べ人数

人44 つ
ぶ
や
き

　
平
成
30
年
９
月
９
日
に

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
町
民
の
負
託
を
受
け

て
、
新
た
な
19
名
体
制
で

町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
担

当
す
る
議
会
広
報
調
査
特

別
委
員
会
も
今
号
か
ら
新

体
制
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　
議
会
と
住
民
を
結
ぶ
架

け
橋
と
し
て
、
議
会
活
動

を
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る

重
要
な
役
割
が
議
会
だ
よ

り
で
す
。
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ

き
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
度
と
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　

（ 

伊
集
　
　
悟 

）

西
原
南
小
学
校
２
年

し
ま
ぶ
く
ろ
　
　
　
ひ
な
た

島
袋 

ひ
な
た
さ
ん

あなたの作品を
議会だよりに

掲載しませんか？

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を

お寄せ
ください
お寄せ
ください

議会だより
第78号

【ひとこと】
習字は習っていません

が、やってみたいと思い、筆
ペンでチャレンジしました。
将来はマンガ家とピアニス

トになりたいです。



新しい議会の顔です！各種委員会等の構成

新議長あいさつ
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　平成３０年９月９日に西原町議会議員選挙が実施され、１９名の新しい顔ぶれによる議会がスタートしました。
前回議員選挙（平成２６年９月７日実施）から新議員によって９月定例会が開かれることになり、今回は平成３０年
９月２８日から１０月１８日までの２1日間を会期とする第５回西原町議会定例会を開催しました。
　初日には、投票による正副議長の選出、各議員の議席の指定、議会を構成する総務財政、建設産業、文教厚
生の各常任委員と議会運営委員の選任、議会広報調査特別委員会の設置に関する決議、一部事務組合の議
会議員の選出、監査委員の選任同意などをしました。
　２日目以降は通常の９月定例会同様、前年度の決算審査や議案審議、一般質問等がありました。

　私たち１９名の議員は、町民目線で、町民の福祉向上を目指して、住んでよかったと思える「まちづくり」に邁進し、西原町
の発展のため、町民の信託に応えるべく、議会の機能を駆使し、議会活動に励み、議員として日々行動してまいります。
　今後も、町民に開かれた議会として活動してまいりますので、議会へのより一層のご理解とご協力をお願いいたします。

真栄城 哲
（翁長区）

伊計 裕子
（平園区）

与儀 清
（津花波区）

崎原 盛秀
（上原区）

伊集 悟
（津花波区）

屋比久 満
（美咲区）

長浜 ひろみ
（西原ハイツ区）

上里 善清
（兼久区）

大城 誠一
（与那城区）

平良 正行
（我謝区）

喜納 昌盛
（上原区）

新川 喜男
（小那覇区）

宮里 洋史
（桃原区）

大城 純孝
（兼久区）

仲松 勤
（内間団地区）

与那嶺 義雄
（幸地区）

前里 光信
（小波津団地区）

大城 好弘
（小波津区）

宮里 芳男
（坂田区）
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　西原町議会では、３つの常任委員会と1
つの特別委員会が置かれています。　　　
　常任委員会は、その部門に属する事務の
調査及び議案、請願等の審査を職務権限と
します。西原町議会には、総務財政常任委
員会、建設産業常任委員会、文教厚生常任
委員会の3つが置かれています。
　特別委員会は臨時特定の事件について
設置され、その事件の審査や調査が終了し
たときに消滅します。

（議場の秩序を保持し、議事を整理
し、議会の事務を統理し、議会を代表
する。）

大　城　好　弘
議　　　長

（議長に事故あるとき、又は議長が欠
けたとき、議長の職務を行う。）

宮　里　芳　男
副　　議　　長

長　浜　ひろみ
議会選出監査委員

建設部（土木課、都市整備課、産業観
光課、上下水道課）及び農業委員会
に関する事項。

6人
建設産業常任委員会

◎　大　城　純　孝
〇　崎　原　盛　秀
　　与　儀　　　清
　　屋 比 久　　 満
　　平　良　正　行
　　仲　松　　　勤

【委　員】

（会期の始めに議会において、選
任する。議会の運営に関する事項・
議会の会議規則、委員会に関する
条例等に関する事項・議長の諮問
に関する事項等調査を行い、議
案、陳情等を審査する。）

7人
議会運営委員会

◎　大　城　純　孝
○　屋比久　　　満
　　真栄城　　　哲
　　伊　計　裕　子
　　長　浜　ひろみ
　　前　里　光　信

【委　員】

福祉部（福祉保険課、健康支援課、こ
ども課）及び教育委員会に関する事
項。

6人
文教厚生常任委員会

◎　伊　計　裕　子
○　伊　集　　　悟
　　宮　里　芳　男
　　長　浜　ひろみ
　　喜　納　昌　盛
　　与那嶺　義　雄

【委　員】

※町長が任命

（任期：平成30年（2018年）9月28日
　　　～2022年9月27日）

※各委員会の委員氏名横の◎は委員長、
　○は副委員長

総務部（総務課、企画財政課、税務課、町民
課）、会計課、選挙管理委員会、監査委員及
び他の常任委員会の所管に属しない事項。

6人
総務財政常任委員会

◎　真栄城　　　哲
○　宮　里　洋　史
　　上　里　善　清
　　大　城　誠　一
　　新　川　喜　男
　　前　里　光　信

【委　員】

（議長は辞任）

※各常任委員長と各常任委員から1人

（議会議事公開の原則の趣旨によ
り、議会の一般質問及び議案審議
並びに委員会活動等を住民に正
しく周知し、住民とともに歩む議会
活動の推進を図るため「議会だよ
り」を発行する。）

7人
議会広報調査特別委員会

◎　伊　集　　　悟
○　崎　原　盛　秀
　　伊　計　裕　子
　　上　里　善　清
　　平　良　正　行
　　新　川　喜　男

【委　員】

※各常任委員会より2人

南部広域行政組合議会議員 2人 上 里　善 清　　　　仲 松　　　勤

(西原町・与那原町・南風原町で構成）
東部消防組合議会議員 3人 屋比久　満（副議長）　真栄城 　　哲　　前 里　光 信

都市計画審議会委員 3人 崎 原　盛 秀　　　　上 里　善 清　　　宮 里　洋 史

（今期は北中・中城・西原ブロックでは北中・西原から各1名）
沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員 1人 与 儀　　 清

沖縄県介護保険広域連合議会議員 1人 伊 計　裕 子

民生委員推薦会の委員 1人 大 城　純 孝
西原町社会福祉協議会評議員 1人 宮 里　芳 男



西原町平成29年度主要施策の
成果説明書からネーミングライツの例（浦添市）
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各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
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質
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

宮里 芳男  議員
みやざと よしお

◇
道
路
行
政
に
つ
い
て
問
う

（
１
）
県
道
浦
添
西
原
線
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
８
月
29
日
に

中
部
土
木
事
務
所
よ
り
町
土
木
課
、
坂

田
ハ
イ
ツ
検
討
委
員
会
へ
進
捗
状
況
の

説
明
会
が
開
か
れ
、
前
回
の
説
明
と
ほ

と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
説
明
だ
っ

た
。（
ア
）
説
明
会
後
、
中
部
土
木
事
務

所
と
の
話
し
合
い
は
行
っ
た
の
か
。

（
イ
）
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

（
２
）
県
道
那
覇
北
中
城
線
の
進
捗
状

況
は
。
（
３
）
西
地
区
総
合
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

（
１
）
の
（
ア
）
具
体

的
な
話
し
合
い
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

11
月
に
説
明
会
を
予
定
。
（
イ
）
８
月

29
日
の
説
明
会
に
出
さ
れ
た
宿
題
、
地

域
分
断
の
事
例
整
理
し
て
い
る
状
況
。

（
２
）
29
年
度
末
事
業
ベ
ー
ス
で
進
捗

状
況
は
、
幸
地
、
翁
長
、
坂
田
交
差
点

区
間
は
事
業
費
ベ
ー
ス
50
％
、
工
事

５
％
、
用
地
補
償
費
60
％
。
（
３
）
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
中
。

総
事
業
費
に
対
し
47
％
、
徳
佐
田
地
区

の
北
側
に
つ
い
て
は
90
・
３
％
仮
同
意

を
得
て
、
基
本
計
画
書
作
成
、
南
側
の

整
備
手
法
に
課
題
が
あ
り
、
多
額
の
調

査
費
用
が
必
要
。
財
政
状
況
を
鑑
み
検

討
し
た
い
。
　

◇
30
年
９
月
町
議
選
を
問
う

（
ア
）
総
予
算
は
。
（
イ
）
投

票
率
の
低
下
の
総
括
は
。

（
ウ
）
掲
示
板
の
設
置
規
定
と
設
置
場

所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
ア
）
当
初
予
算
９
６
０
万
７
千
円
。

（
イ
）
現
在
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
総

括
は
未
実
施
だ
が
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
母
数
が
増
え
た

こ
と
が
要
因
と
推
測
さ
れ
る
。
（
ウ
）

ポ
ス
タ
ー
掲
示
は
公
職
選
挙
法
の
規
定

に
よ
り
、
設
置
数
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
設
置
場
所
は
人
口
密
度
、
地
勢
、

交
通
等
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
合

理
的
に
行
っ
て
い
る
。

◇
町
内
小
中
学
校
の

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て

　
問
う町

内
４
小
中
学
校
で
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
不
適
合
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
（
ア
）
小
中
学
校
名
は
。
（
イ
）

今
後
の
対
策
は
。

（
ア
）
西
原
幼
稚

園
、
西
原
小
、
各
１
ヶ
所
。
西
原
中

２
ヶ
所
。
（
イ
）
設
置
状
況
の
危
険

性
、
費
用
等
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
を

付
け
、
改
修
等
を
検
討
し
た
い
。
　

問

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

教
育
部
長

問

問

◇
町
財
政
の
厳
し
さ

　
〜
全
職
員
で
共
有
化
を
〜

西
原
フ
ァ
ー
ム
の
債
権
放
棄
や

災
害
時
避
難
施
設
の
問
題
で
、

財
政
が
ひ
っ
迫
す
る
中
で
６
千
万
円
の

税
金
の
無
駄
遣
い
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら

の
件
に
関
し
て
、
町
議
会
は
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
報
告

書
を
ま
と
め
た
。
当
然
、
町
独
自
の
検

証
、
報
告
書
が
提
起
さ
れ
る
べ
き
だ

問が
、
ど
う
か
。

内
部
の
検
証
で
は
、

事
業
進
捗
に
あ
わ
せ
た
議
会
に
対
す
る

情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、

内
部
で
の
事
務
調
整
に
不
備
が
あ
っ

た
。

広
報
で
の
「
お
詫
び
」
や
関
係

住
民
へ
の
説
明
は
当
然
だ
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
な
ぜ
そ
う

な
っ
た
の
か
、
検
討
委
員
会
で
し
っ
か

り
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
答
弁
で
も
、
こ
れ
ら

の
問
題
点
や
責
任
の
所
在
に
関
し
て
説

明
し
て
き
た
。
特
に
こ
れ
以
上
、
調
査

な
り
議
会
に
文
書
で
提
出
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

私
は
内
部
で
の
議
論
、
検
証
が

不
十
分
だ
と
思
う
。
「
そ
れ
で

よ
し
」
と
す
る
か
ら
、
決
算
審
査
で
発

覚
し
た
よ
う
な
補
助
金
の
申
請
ミ
ス
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
。
町
財
政
の
厳
し
さ

が
職
員
全
体
で
共
有
化
さ
れ
て
い
な

い
。
本
来
な
ら
ば
、
町
長
が
問
題
を
明

ら
か
に
し
、
職
員
の
気
を
引
き
締
め
る

べ
き
だ
が
、
関
係
部
課
以
外
は
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。課

題
等
に
つ
い
て
は
職
員

に
周
知
徹
底
を
図
る
べ
き
だ
と
の
ご
指

摘
だ
が
、
今
後
は
し
っ
か
り
対
応
し
た

い
。◇

こ
ど
も
の
貧
困
対
策

〜
実
行
計
画
で
着
実
に
〜
　

県
と
連
携
し
た
こ
ど
も
の
貧
困

対
策
事
業
も
３
年
目
に
入
る

が
、
ど
の
程
度
目
標
が
達
成
さ
れ
た

か
。

ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ

き
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
目
標

が
何
％
達
成
し
た
か
は
言
え
な
い
。
　

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
も
貧
困
問
題

対
策
を
継
続
す
る
と
明
言
し
て

い
る
。
貧
困
対
策
は
一
朝
一
夕
に
は
解

決
し
な
い
。
細
や
か
な
実
態
調
査
を
実

施
し
、
10
年
期
限
の
実
行
計
画
が
必
要

で
は
。

検
討
し
て
い
き
た

い
。

福
祉
部
長

総
務
課
長

問

問

問

与那嶺 義雄  議員
よなみね　　よしお

◇
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
！

公
共
施
設
の
活
用
の
中
で
企
業

広
告
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
西
原
町
で
も
募
集
し
て
は
ど
う

か
。
特
に
町
民
体
育
館
や
陸
上
競
技
場

は
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

自
治
体
の
新
た
な
収

入
を
生
み
出
す
方
策
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
は
確
か
に
有
効
だ
と
考
え
て

い
る
。
発
想
次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の

に
導
入
が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◇
西
原
ま
つ
り
毎
年
開
催

町
議
選
挙
で
は
、
町
民
か
ら

「
西
原
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
多
数
あ
っ
た
。
や

は
り
西
原
ま
つ
り
は
毎
年
開
催
し
、
地

域
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
企
業

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
各
種
団
体
の

祭
典
と
し
て
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。
財

政
難
と
い
う
話
で
な
く
、
寄
付
金
の
範

囲
内
や
町
民
を
巻
き
込
ん
で
手
作
り
で

行
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
が
町
長
の

見
解
を
伺
う
。私

に
も
町
内
外
か
ら
「
毎

年
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
非
常
に
好
評
で
あ
る

わ
け
で
す
が
、
開
催
に
向
け
た
運
営
、

当
日
の
実
施
、
事
後
の
事
務
処
理
等
を

考
え
ま
す
と
多
大
な
予
算
と
労
力
が
必

要
で
多
忙
を
極
め
る
。
物
理
的
に
も
時

間
的
に
も
制
約
さ
れ
る
祭
り
で
す
か
ら

お
の
ず
と
町
が
中
心
と
な
っ
て
や
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
件
は
、
実
行
委
員

会
の
中
で
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た

い
。

色
々
な
思
い
が
あ
る
が
、
開
催

で
き
な
け
れ
ば
本
末
転
倒
で
あ

る
。
財
政
が
本
当
に
厳
し
い
中
で
こ
の

規
模
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
で
な
い
と

思
う
。
こ
れ
が
西
原
ま
つ
り
だ
と
言
っ

て
縛
ら
れ
る
と
ず
っ
と
で
き
な
く
な

る
。
そ
の
危
機
感
が
あ
る
か
ら
ど
こ
か

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
昔
の
よ
う
に
戻
す

か
、
寄
付
の
範
囲
内
で
や
る
か
、
も
し

く
は
出
演
者
の
縮
小
や
一
日
開
催
に
す

る
か
等
検
討
は
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
。
次
に
実
行
委
員
会
と
話
す
機
会

は
い
つ
あ
る
か
。来

年
５
月
あ
た
り
に
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。

問

問

問

こ
ど
も
課
長

町
長

宮里 洋史  議員
みやざと ひろふみ

建
設
部
長

問

副
町
長

副
町
長

 

総
務
部
長

教
育
長



歩道部分がほとんどなく、塗装もかすれて
見づらい（西原小学校付近）

ふるさと納税
受付中！
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◇
町
長
選
公
約
の
給
食
費

　
問
題町

長
選
挙
で
給
食
費
の
削
減
と

無
償
化
を
公
約
と
し
て
い
た

が
、
逆
に
５
０
０
円
の
値
上
げ
が
さ
れ

て
お
り
、
公
約
と
お
整
合
性
を
問
う
。

給
食
費
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
子
ど
も
達
の
世
帯
に
対
し
無
償

化
を
目
指
す
と
い
う
公
約
で
あ
り
、
全

て
に
給
食
費
を
無
償
化
す
る
と
い
う
公

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
町
財
政
の
健
全
化
策
定
は

平
成
31
年
度
以
降
の
予
算
編
成

も
厳
し
い
、
財
政
の
健
全
化
計

画
の
策
定
は
。

現
在
中
長
期
の
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
定
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
当
初
予

算
を
ベ
ー
ス
に
、
事
務
事
業
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
今
後
10
年
間
の
事
業
費
の
概
算
を

算
出
し
、
歳
入
の
見
込
み
を
立
て
、
そ

の
乖
離
を
各
年
度
ご
と
の
削
減
目
標
と

し
て
設
定
す
る
。
　

◇
国
民
健
康
保
険
税

　
赤
字
解
消
は

平
成
29
年
度
末
で
９
億
５
千
万

円
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
が
、

解
消
の
取
組
み
は
。平

成
35
年
度
ま
で
に
一

般
会
計
か
ら
14
億
６
千
万
円
を
繰
り
入

れ
し
、
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
。
ま

た
、
国
保
税
の
見
直
し
を
行
い
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
。

健
康
保
険
税
の
見
直
し
の
予
定

に
つ
い
て
。

平
成
35
年
度
ま

で
に
段
階
的
に
２
回
に
分
け
て
行
う
。

◇
安
全
な
通
学
路
の
整
備

兼
久
交
差
点
か
ら
西
原
小
学
校

横
断
歩
道
前
ま
で
の
通
学
路
が

狭
隘
の
た
め
、
自
動
車
が
歩
行
者
（
児

童
）
を
避
け
る
よ
う
に
通
行
し
て
い
る

の
が
散
見
さ
れ
危
険
で
あ
る
。

　
歩
道
沿
い
の
取
得
済
み
用
地
を
仮
舗

装
す
る
な
ど
整
備
を
行
い
安
心
安
全
を

確
保
し
て
は
。

町
が
購
入
し
た
土
地

に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ラ
ル
を
敷
い
て
歩

行
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
児
童
の
歩
行
に
は
課
題
が
あ

る
。

西
原
小
学
校
前
の
横
断
歩
道

は
、
塗
装
が
か
す
れ
見
え
づ
ら

い
。
カ
ラ
ー
舗
装
等
の
整
備
に
よ
り
安

心
安
全
を
確
保
し
て
は
。

児
童
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
上
か
ら
も
、
町
と
し
て
は
、

一
般
的
な
横
断
歩
道
で
は
な
く
、
強
調

し
た
カ
ラ
ー
舗
装
で
の
横
断
歩
道
表
示

が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

問

問問

問 総
務
部
長一

般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開
す
る

行
財
政
改
革
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

第
６
次
行
政
改
革
大

綱
に
お
い
て
①
効
果
的
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
②
民
間
を
活
用
し
た
行
財
政

運
営
③
安
定
し
た
財
政
基
盤
に
よ
る
行

財
政
運
営
を
柱
と
し
て
各
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　

第
２
次
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

第
２
次
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
中
で
、
平
成
30
年
度
予
算

に
お
い
て
町
三
役
の
給
与
を
、
町
長

20
％
、
副
町
長
・
教
育
長
10
％
カ
ッ
ト

を
実
施
し
、
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る

方
針
。

そ
の
他
、
管
理
職
手
当
20
％
カ
ッ
ト
、

賃
金
職
員
の
削
減
、
嘱
託
員
を
臨
時
職

員
に
変
更
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

事
業
再
編
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
）
の
実
行
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

予
算
編
成
方
針
を
説

明
す
る
中
で
、
新
規
の
事
業
や
経
費
が

必
要
な
と
き
に
は
、
そ
れ
に
か
わ
り
圧

縮
、
廃
止
で
き
る
事
業
や
経
費
が
な
い

か
必
ず
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
毎
年

ロ
ー
リ
ン
グ
す
る
中
で
、
補
助
事
業
が

終
了
し
た
後
も
継
続
し
て
い
る
事
業
の

廃
止
や
事
業
圧
縮
の
見
直
し
が
で
き
な

い
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
行
動
計
画
と

目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

納
税
を
行
う
方
の
目

に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
納
税
サ
イ

ト
の
導
入
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
寄
附

が
簡
単
に
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
る
。
ま
た
、
西
原
町
商
工
会
と
と
も

に
、
返
礼
品
の
拡
充
を
図
り
、
県
内
外

に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

の
実
績
は
、
平
成
29
年
度
１
千
万
円

（
う
ち
個
人
分
１
６
０
万
円
）
で
あ

る
。
実
績
を
上
げ
る
に
は
、
相
当
な
努

力
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
平
成
38
年
度

ま
で
に
は
５
千
万
円
程
度
に
持
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

問 問

問

約
で
は
な
い
。

◇
マ
イ
ス
振
興
に
つ
い
て
　

マ
イ
ス
建
設
が
進
ま
な
い
理
由

を
問
う
。

事
業
収
支
の
見
通
し
と
周

辺
環
境
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
十
分
な
国
と
県
と
の
調
整
協
議

が
行
わ
れ
ず
膠
着
し
た
状
態
に
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

周
辺
の
環
境
整
備
と
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

建
設
に
つ
い
て
５

１
３
億
円
、
年
間
振
興
管
理
費
は
10
億

円
と
の
こ
と
。
今
後
の
収
益
問
題
は
検

討
中
だ
が
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
マ

イ
ス
周
辺
に
ホ
テ
ル
・
商
業
地
が
可
能

と
な
る
よ
う
１
５
０
㌶
の
都
市
マ
ス
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
平
成
29
年
12
月
に
行

い
、
区
画
整
理
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
。◇

西
原
フ
ァ
ー
ム
３
０
０
０

　
万
円
の
債
権
放
棄
に
つ
い
て

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
責
任

者
の
対
応
や
経
緯
の
説
明
を
求

め
る
。

貸
付
の
手
続
き
と
し

て
連
帯
保
証
人
の
必
要
性
や
経
営
計
画

等
で
の
返
済
能
力
の
有
無
等
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
が
無
く
、
経
営
状
況
の
確
認

の
不
充
分
さ
も
相
ま
っ
て
債
権
放
棄
と

な
っ
た
。
西
原
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
も

農
地
拡
大
も
含
め
、
収
益
不
調
、
経
営

状
況
の
悪
化
、
経
営
の
在
り
方
に
無
理

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
も
株
主
と
い
う

立
場
で
の
経
営
チ
ェ
ッ
ク
不
充
分
さ
も

否
め
な
い
。
西
原
町
・
西
原
フ
ァ
ー

ム
、
協
議
会
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

◇
西
原
町
農
水
産
物
流
通
・

　
加
工
・
観
光
拠
点
施
設
に

　
つ
い
て

マ
イ
ス
建
設
に
伴
う
農
環
境
整

備
で
、
農
地
が
宅
地
や
商
業
地

化
さ
れ
る
中
、
地
産
地
消
の
農
産
物
は

果
た
し
て
需
要
と
供
給
を
満
た
す
か
。

都
市
マ
ス
変
更
後
の

農
振
地
で
１
５
２
㌶
は
農
産
物
の
生

産
・
拡
大
は
可
能
で
あ
る
。
総
事
業
費

は
13
億
７
千
万
円
で
、
31
年
度
に
一
括

交
付
金
活
用
と
地
方
債
、
一
般
財
源
で

計
画
し
て
い
る
。
開
店
後
、
４
年
で
の

黒
字
計
画
で
あ
る
。

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

企
画
財
政
課

企
画
財
政
課
長

建
設
部
長

建
設
部
長

都
市
整
備
課
長

問

問

問

　仲松　勤   議員
なかまつ　つとむ

こ
う
ち
ゃ
く

町
長

町
長

問問

大城 誠一  議員
おおしろせいいち

上里 善清  議員
うえざと よしきよ

福
祉
部
長

福
祉
保
健
課
長

建
設
部
長

建
設
部
長

問



ポスター掲示場の設置箇所は適当か？ 「ゆいレールの東海岸延伸に向けた
西原町民総決起大会」から

町選挙管理委員会が掲示したクリーンな
選挙をよびかける横断幕
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◇
選
挙
時
の
違
法
掲
示
物

　撤
去選

挙
時
の
違
法
掲
示
物
の
撤
去

に
つ
い
て
議
題

選
挙
管
理
委
員
会
、
浦
添
警
察
署
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
土
木
課
と
連
携
を
図

り
、
公
平
・
平
等
に
対
応
し
て
い
る
。

公
職
選
挙
法
第
１
４
７
条
に
基
づ
き
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
違
法
の
可
能

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
こ
れ
か
ら
の
西
原
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
問
う

今
、
西
原
町
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
大
型
マ
イ
ス
施
設
の
誘

致
決
定
後
、
進
捗
し
て
い
な
い
と
思
う

が
、
今
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

課
題
と
し
て
事
業
収
支
の

問
題
、
周
辺
環
境
整
備
の
問
題
の
２
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
丁
寧
な

説
明
を
す
る
こ
と
で
十
分
ク
リ
ア
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。

「
西
原
町
民
総
決
起
大
会
」
で

モ
ノ
レ
ー
ル
の
東
海
岸
ま
で
の

延
伸
を
決
議
し
た
が
、
今
後
は
ど
の
よ

う
に
要
請
し
て
い
く
の
か
、
伺
う
。

そ
の
時
期
を
見
定
め
て
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
連
携

し
、
早
め
の
要
請
時
期
を
確
定
し
て
い

き
た
い
。

◇
本
町
の
取
り
組
む

　課
題
を
聞
く

本
町
の
一
番
目
に
取
り
組
む
課

題
を
伺
う
。

本
町
の
最
大
の
課
題
は
国

保
の
累
積
赤
字
の
問
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
累
積
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
が
私
の
最
大
の
仕
事
と
考
え
て
い

る
。
今
、
町
民
に
か
な
り
ご
無
理
、
ご

負
担
を
か
け
て
い
る
が
、
今
後
、
し
っ

か
り
財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

累
積
赤
字
の
解
消
に
つ
い
て
金

額
的
に
又
、
年
次
的
に
ど
の
よ

う
な
規
模
で
考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
30
年
度
は
補

正
予
算
と
１
億
円
を
プ
ラ
ス
し
て
１
億

８
千
万
円
を
充
て
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
平
成
31
年
か
ら
平
成
34
年
ま
で
２

億
九
千
八
百
万
円
程
度
を
国
保
の
赤
字

に
充
て
て
、
順
調
に
い
け
ば
解
消
で
き

る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

国
保
の
保
険
税
を
上
げ
る
状
況

に
つ
い
て
、
限
度
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
伺

う
。

我
々
と
し
て
は
、
県

域
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
県
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
調
定
を
ク
リ
ア
し
て
状
況

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

問問
一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
町
議
選
に
つ
い
て
聞
く

こ
の
秋
の
統
一
地
方
選
挙
に
お

い
て
、
近
隣
の
沖
縄
市
、
北
谷

町
、
読
谷
村
、
北
中
城
村
な
ど
に
お
い

て
、
違
法
な
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
、
横

幕
の
設
置
を
自
粛
す
る
動
き
が
出
た
。

本
町
に
お
い
て
も
９
月
９
日
執
行
の
町

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
７
月
30

日
に
開
い
た
立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明

会
の
中
で
、
ク
リ
ー
ン
な
選
挙
を
目
指

す
旨
、
参
加
者
全
員
が
自
粛
に
署
名
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
市
、
読
谷

村
、
北
中
城
村
、
本
町
に
お
い
て
も
投

票
率
は
過
去
最
低
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
相
反
す
る
結
果
に
対
す
る
見
解
を

お
聞
き
し
た
い
。

４
年
前
と
の
違
い
と
し
て
、
選
挙
権
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
母
数
が

ふ
え
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
全
体
的
に

投
票
率
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

と
、
20
代
の
投
票
率
が
15
・
96
ポ
イ
ン

ト
と
大
き
く
下
が
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
、
一
概
に
違
法
掲
示
物
の
自
粛
が
投

票
率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
32
自

治
会
の
中
に
選
挙
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
の
な
い
所
は
。
そ
の
理
由
は
。

区
域
内
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
が

な
い
行
政
区
と
し
て
は
、
西
原
ハ
イ

ツ
、
桃
原
、
幸
地
ハ
イ
ツ
、
森
川
、
千

原
、
坂
田
、
幸
地
高
層
住
宅
、
呉
屋
、

西
原
台
団
地
、
掛
保
久
の
11
ヶ
所
。
現

在
、
集
落
内
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、

多
く
が
私
有
地
で
あ
る
こ
と
や
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
の
大
き
さ
に
合
っ
た
場
所

の
確
保
が
出
来
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
使
用
道
路
や
公
共
施
設
を
中

心
に
配
置
し
て
い
る
。

◇
学
校
給
食
に
つ
い
て
聞
く

最
近
、
小
学
校
で
は
食
べ
残
し

が
多
い
と
聞
く
が
残
量
調
査
は

行
な
っ
て
い
る
か
。毎

年
、
小
学
校
か
ら

１
校
、
中
学
校
か
ら
１
校
を
選
定
し
行

な
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
、
西
原

小
学
校
で
６
月
の
残
量
率
が
12
・

１
％
、
11
月
が
10
・
４
％
。
西
原
中
学

校
で
は
６
月
が
９
・
８
％
、
11
月
が

10
・
４
％
。

問

問問

性
が
あ
る
も
の
に
は
、
撤
去
命
令
を
通

知
、
あ
わ
せ
て
浦
添
警
察
署
へ
通
報
し

て
い
る
。
浦
添
警
察
署
は
、
違
法
と
判

断
し
た
場
合
に
は
直
接
、
候
補
者
や
後

援
会
事
務
所
に
対
し
、
口
頭
注
意
や
警

告
を
行
っ
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。
土
木
課
で
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
撤
去
要
請
を
受
け
、
候
補
者
や
後

援
会
事
務
所
に
撤
去
す
る
よ
う
連
絡

し
、
撤
去
さ
れ
な
い
場
合
に
安
全
確

保
、
景
観
保
全
の
観
点
か
ら
、
違
法
掲

示
物
の
撤
去
を
行
う
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　必
修
化

２
０
２
０
年
度
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
」
が
必
修
化
さ
れ
る
が
、
そ
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
は
学
習
指
導
要
領
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
児
童
生
徒
に
体
験
さ
せ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意
図
し
た
処
理
を
行
わ

せ
る
た
め
に
必
要
な
論
理
的
な
思
考
力

の
育
成
が
狙
い
。
実
施
・
実
現
に
は
次

の
３
つ
が
重
要
だ
。
１
つ
目
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

が
２
０
２
０
年
度
か
ら
実
施
の
た
め
、

ま
だ
ニ
ー
ズ
や
発
達
段
階
に
対
応
し
た

十
分
な
ソ
フ
ト
が
現
時
点
で
は
提
供
さ

れ
て
い
な
い
。
次
年
度
以
降
、
整
備
の

予
定
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
本
年
度
中
学

校
２
校
、
次
年
度
に
小
学
校
４
校
の
パ

ソ
コ
ン
を
新
規
購
入
、
整
備
す
る
予

定
。
２
点
目
に
、
教
員
研
修
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
教
科
と
し
て
新
設
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
教
育
課
程
全
体
を

通
し
て
体
系
的
に
育
成
す
る
も
の
。
次

年
度
以
降
、
教
員
へ
の
研
修
を
各
学

校
、
あ
る
い
は
教
育
委
員
会
で
行
っ
て

い
き
た
い
。
３
点
目
に
教
育
計
画
の
作

成
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
う
教

科
等
に
つ
い
て
、
各
学
校
が
適
切
に
位

置
づ
け
実
施
す
る
た
め
、
現
在
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

教
育
部
長

町
長

町
長

町
長

問問

問問 企
画
財
政
課
長

福
祉
部
長

大城 純孝
おおしろよしたか

  議員

長浜 ひろみ  議員
ながはま

与儀  清  議員
よぎ　　きよし

教
育
部
長
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◇
平
和
行
政
に
つ
い
て

去
る
９
月
19
日
は
戦
後
初
め
て

海
外
で
の
武
力
行
使
を
可
能
に

し
た
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
が
国
会
で

強
行
さ
れ
て
か
ら
３
年
目
の
日
で
あ

る
。
朝
鮮
半
島
の
激
変
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
防
衛
省
は
北
朝
鮮
に
つ
い
て
「
こ

れ
ま
で
に
な
い
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た

脅
威
」
と
強
調
し
、
来
年
度
概
算
要
求

で
過
去
最
大
の
5.5
兆
円
の
軍
事
費
を
要

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
ど
う
な
る
西
原
町
！

　西
原
町
の
財
政
を
問
う
！

町
の
借
金
は
、
現
時
点
で
１
０

９
億
円
。
平
成
33
年
度
に
は
１

１
５
億
円
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
歳
入
歳
出
の
乖
離
と
対

応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

６
月
に
実
施
し
た
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
、
６
億
１
、
２
０
０
万
円

の
収
支
不
足
で
あ
る
。
次
年
度
は
歳
入

の
枠
内
で
優
先
順
位
に
沿
っ
て
残
事
業

を
予
算
化
し
て
い
く
方
式
を
と
り
、
義

務
的
経
費
や
準
じ
る
事
業
を
優
先
し
、

サ
ー
ビ
ス
的
・
政
策
的
な
事
業
に
つ
い

て
は
、
優
先
順
位
に
基
づ
き
決
定
す

る
。

先
の
６
月
定
例
会
で
予
算
が
復

活
し
た
就
学
援
助
費
は
、
財
源

が
未
確
定
で
あ
る
。
そ
の
財
源
と
制
度

見
直
し
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

今
年
度
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
繰
り
越
し
分
と
財
政

調
整
基
金
の
一
部
を
充
当
し
て
い
る
。

就
学
援
助
費
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、

真
に
生
活
に
困
窮
し
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
へ
援
助
が

行
え
る
よ
う
に
検
討
し
て
お
り
、
現
時

点
で
は
基
準
等
に
つ
い
て
、
説
明
で
き

る
段
階
で
は
な
い
。
そ
の
状
況
に
な
っ

た
ら
説
明
し
た
い
。

財
政
難
の
中
、
町
民
生
活
に
直

結
す
る
福
祉
・
保
育
・
教
育
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

福
祉
・
保
育
・
教
育

に
係
る
事
業
の
多
く
は
優
先
順
位
を
高

く
設
定
し
て
い
る
。
出
来
る
限
り
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
新

た
な
事
業
の
必
要
性
や
拡
大
の
可
能
性

が
出
て
く
る
場
合
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
の
方
針
で
検
討
し
て
い

く
。

一
括
交
付
金
事
業
の
ソ
フ
ト
事

業
で
、
予
算
が
厳
し
く
な
っ
た

場
合
、
西
原
町
が
負
担
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

国
か
ら
の
配
分
額

が
急
激
に
減
ら
な
い
限
り
は
、
そ
の
中

で
出
来
る
と
考
え
る
。
新
た
な
振
興
予

算
が
対
応
し
な
い
場
合
が
怖
い
。
配
分

枠
を
全
部
使
わ
ず
、
段
階
的
に
縮
小
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

問

問
一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て

　聞
く西

原
町
は
沖
縄
県
内
で
は
長
寿

の
町
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ

で
、
百
歳
を
超
え
た
高
齢
者
は
何
人
い

る
の
か
、
男
女
別
に
答
え
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
方
々
は
今
、
病
院
に
入
院
中

な
の
か
、
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
生

活
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
自

宅
で
生
活
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
の

か
。

本
町
の
百
歳
以
上
の

高
齢
者
は
平
成
30
年
９
月
15
日
現
在

で
、
男
性
が
５
人
、
女
性
が
21
人
の
合

計
26
人
。
そ
の
中
で
、
入
院
や
入
所
を

さ
れ
て
い
る
方
が
19
人
、
在
宅
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方
が
７
人
。

◇
国
民
健
康
保
険
活
用
の

　実
状
は

国
民
健
康
保
険
で
入
院
治
療
し

て
い
る
町
民
の
入
院
費
が
１
ヶ

月
で
最
高
幾
ら
か
か
っ
て
い
る
か
。
金

額
及
び
病
名
を
ベ
ス
ト
５
ま
で
示
さ
れ

た
い
。

１
ヶ
月
に
お
け
る
最

高
入
院
費
は
平
成
29
年
の
デ
ー
タ
で
検

証
し
た
と
こ
ろ
、
１
位
が
５
、
３
２
９

万
円
、
２
位
が
１
、
６
９
１
万
円
、
３

位
が
１
、
５
０
１
万
円
、
４
位
が
１
、

３
５
３
万
円
、
５
位
が
１
、
３
４
１
万

円
で
、
入
院
費
で
１
年
間
で
最
も
高

か
っ
た
の
は
１
８
、
０
８
２
万
円
万

円
。
病
名
を
述
べ
る
と
個
人
が
特
定
さ

れ
る
懸
念
が
あ
る
の
で
伏
せ
ま
す
が
、

１
位
か
ら
３
位
ま
で
の
方
は
血
液
及
び

造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の
障

害
で
、
他
は
循
環
器
系
の
疾
患
で
あ

る
。◇

町
道
建
設
現
場
に
つ
い
て

町
道
建
設
現
場
に
住
宅
が
あ

り
、
そ
の
移
転
に
つ
い
て
交
渉

中
の
建
物
が
現
在
何
軒
あ
る
の
か
。
交

渉
内
容
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
相
手

が
納
得
で
き
て
い
な
い
理
由
の
主
な
こ

と
は
何
か
。

町
道
整
備
事
業
に
伴

う
用
地
取
得
、
物
件
補
償
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
事
業
計
画
及
び
工
事
計
画

に
あ
わ
せ
て
用
地
物
件
の
補
償
の
計
画

を
立
て
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
１
件

で
契
約
済
み
だ
。
現
在
、
６
名
の
地
権

者
に
金
額
を
提
示
し
て
い
る
。
郊
外
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
は
時
間
が
か

か
り
、
１
年
前
か
ら
調
整
を
行
な
っ
て

い
る
。
納
得
で
き
な
い
主
な
理
由
は
移

転
先
の
確
保
や
補
償
金
額
で
あ
る
。

問

問

問

求
。
20
日
の
自
民
党
総
裁
選
で
３
選
さ

れ
た
安
倍
氏
は
、
改
憲
に
執
念
を
持
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
平
和
が
脅
か
さ

れ
る
情
勢
に
対
し
て
、
町
長
の
認
識
、

見
解
を
伺
う
。憲

法
改
正
論
議
を
や
る
に

し
て
も
悲
惨
な
沖
縄
戦
、
地
上
戦
を
体

験
し
た
沖
縄
県
民
は
、
わ
が
国
は
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
と
い
う
平
和
国
家
と

し
て
歩
ん
だ
歴
史
、
こ
の
根
幹
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
た

が
っ
て
、
憲
法
改
正
は
慎
重
に
国
民
的

議
論
を
経
て
し
っ
か
り
と
改
憲
と
い
う

こ
と
が
ど
う
な
の
か
徹
底
し
た
議
論
が

大
事
だ
と
思
う
。

◇
こ
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の

　安
全
対
策
に
つ
い
て

毎
年
１
回
、
４
小
学
校
、
教
育

総
務
課
、
土
木
課
の
３
者
合
同

で
「
西
原
町
通
学
路
合
同
点
検
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
警
察
を
含
め

た
４
者
合
同
で
、
防
犯
の
視
点
も
加
え

た
合
同
点
検
を
実
施
と
の
こ
と
だ
が
、

点
検
実
施
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
か
。

担
当
部
署
で
対
応
を

検
討
し
対
策
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
所
管
す
る
道
路
管
理
者
及
び
警
察

等
へ
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

各
小
学
校
区
ご
と
に
危
険
箇
所

を
示
し
た
安
全
通
学
路
マ
ッ
プ

を
作
成
、
配
布
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
民
か
ら
通
学
路
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
対
策
を
と
の
声
が
あ
る
。
危
険
性

は
確
認
で
き
た
の
か
。

各
小
学
校
か
ら
の
報

告
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
か
っ
た
。
今

後
、
安
全
性
の
疑
い
の
あ
る
報
告
が
あ

れ
ば
、
所
管
担
当
部
署
に
対
策
等
の
依

頼
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

問

問

教
育
部
長

総
務
部
長

町
長

真栄城 哲  議員
まえしろ　てつ

伊計 裕子  議員
いけい　 ひろこ

前里 光信  議員
まえさと こうしん

総
務
部
長

企
画
財
政
課
長

問

問 教
育
部
長

教
育
部
長
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◇
大
型
マ
イ
ス
施
設
整
備
推

　進
及
び
関
連
事
業
を
聞
く

大
型
マ
イ
ス
施
設
事
業
の
交
付

決
定
に
向
け
沖
縄
県
と
連
携
し

た
こ
れ
ま
で
の
西
原
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。東

海
岸
地
域
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
県
知
事
へ

の
要
請
や
与
那
原
町
長
と
共
同
で
政
府

与
党
、
沖
縄
担
当
大
臣
、
県
選
出
国
会

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
統
一
地
方
・
県
知
事

　選
挙
に
つ
い
て

先
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
軒
並

み
投
票
率
が
下
が
っ
た
。
西
原

町
も
前
回
か
ら
３
．
３
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
、
約
57
ポ
イ
ン
ト
に
終
わ
っ
た
。
期

日
前
投
票
者
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る

が
、
投
票
率
は
伸
び
な
い
。
政
治
に
期

待
で
き
な
い
、
し
な
い
の
か
、
無
関
心

な
の
か
。
あ
る
意
味
、
主
権
者
意
識
の

低
下
、
民
主
主
義
の
危
機
す
ら
感
じ
、

危
惧
す
る
が
、
改
善
の
方
策
は
。

４
年
前
と
比
較
し
て
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
母
数
が
増
え
、

20
代
の
投
票
率
が
約
６
ポ
イ
ン
ト
下

が
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
考
え
る
。

今
後
、
10
代
、
20
代
の
有
権
者
に
ど
う

取
り
組
み
、
改
善
を
図
る
か
議
論
し
て

い
く
。

18
歳
以
上
の
西
原
町
の
該
当
者

数
、
投
票
率
は
。

18
歳
か
ら
19
歳
の
有
権
者
数
は
９
０
２

人
、
投
票
率
は
約
44
％
。
県
知
事
選
挙

は
、
有
権
者
数
は
８
９
８
人
、
投
票
率

は
約
53
％
。

新
し
い
県
知
事
に
対
す
る
西
原

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

町
長
の
意
見
や
要
望
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
整

備
促
進
、
県
道
浦
添
西
原
線
の
早
期
整

備
、
小
波
津
川
の
整
備
、
モ
ノ
レ
ー
ル

の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
の
延
伸
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
問
題
解
決
を
期
待
。

◇
町
政
全
般
に
つ
い
て

次
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
編

成
は
。

今
年
６
月
に
実
施
し

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
、
約
６
億
１
、
２
０

０
万
円
の
収
支
不
足
。
全
事
業
を
６
つ

の
区
分
に
、
義
務
的
事
業
、
そ
れ
に
準

ず
る
事
業
を
先
行
決
定
し
、
残
り
は
各

部
課
で
優
先
順
位
に
基
づ
き
決
定
。

棚
原
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

の
現
状
は
。交

付
清
算
金
92
％
、

徴
収
清
算
金
93
％
の
進
捗
率
。
清
算
期

間
は
平
成
34
年
度
ま
で
。

海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
の
現
況
は
。

今
年
度
よ
り
再
開

し
、
ペ
ル
ー
か
ら
１
人
、
10
月
２
日
か

ら
11
月
末
ま
で
研
修
。

問

問

問
一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
ゆ
い
レ
ー
ル
東
海
岸
延
伸

と
マ
イ
ス
を
質
す

ゆ
い
レ
ー
ル
東
海
岸
延
伸
と
マ

イ
ス
に
つ
い
て
。

ゆ
い
レ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
西
原
町
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
非
常
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
。
去

る
決
起
大
会
に
は
議
員
や
町
民
が
会
場

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
出
席
が
あ
り
凄
い

熱
気
を
感
じ
た
。
何
と
し
て
で
も
、
大

型
マ
イ
ス
施
設
を
新
知
事
と
連
携
し
、

し
っ
か
り
と
前
進
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
議
員
諸
賢
に
お
か
れ
て

も
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ

り
が
た
い
。

◇
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

　観
光
拠
点
施
設
を
質
す

（
１
）
指
定
管
理
者
Ｊ
Ａ
と
契

約
締
結
し
た
か
。
（
２
）
基
礎

工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
業
者
名
と

落
札
額
を
問
う
。

（
１
）
２
月
の

申
し
出
が
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
３

月
26
日
で
の
申
請
予
定
が
３
月16

日
に

提
出
期
限
を
５
月
末
ま
で
の
延
長
願
い

が
あ
り
、
そ
の
後
８
月
ま
で
と
い
う
延

長
願
い
が
出
て
、
そ
の
遅
れ
に
よ
り
６

月
議
会
に
提
案
す
る
予
定
が
１
２
月
議

会
に
延
び
て
い
る
。（

２
）
Ｊ
Ｖ
方
式
で

株
式
会
社
大
成
ホ
ー
ム
と
有
限
会
社
明

生
建
設
の
特
定
建
設
工
事
企
業
体
が
１

億
５
、
３
８
４
万
６
、
０
０
０
円
で
落

札
し
た
。

◇
安
心
・
安
全
な

　地
域
づ
く
り

（
１
）
西
原
児
童
館
の
外
灯
は

い
つ
か
ら
切
れ
て
い
た
の
か
。

（
２
）
な
ぜ
長
期
間
、
球
切
れ
を
放
置

し
た
の
か
。
（
３
）
見
積
額
を
問
う
。

（
１
）
今
年
の
４
月

頃
か
ら
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
（
２
）
予
算
と
修
繕
費
用
の

確
保
に
時
間
を
要
し
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。
（
３
）
２
社
か
ら
見
積
も
り

を
取
り
Ａ
社
・
Ｂ
社
と
も
１
０
万
円
台

で
、
９
月27

日
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
取
り
替
え

た
。◇

教
育
行
政
を
質
す

（
１
）
町
内
の
小
中
学
校
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
か
ら
派
遣
費
等
が
徴

収
さ
れ
て
い
る
の
か
。
（
２
）
徴
収
金

額
は
。
（
３
）
補
助
額
は
。

（
１
）
（
２
）
４
小
学

校
で
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。
２
中

学
校
は
別
で
徴
収
し
、
西
原
中
が
１
所

帯
、
年
間
３
、
６
０
０
円
で
、
西
原
東

中
は
６
、
０
０
０
円
。
（
３
）
国
内
で

は
最
大
４
万
５
千
円
か
ら
２
万
５
千
円

で
国
外
は
８
万
円
。

問

問

問

問

議
員
の
皆
さ
ん
に
要
請
を
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
は
都
市
整
備
整

備
課
職
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
の

入
っ
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、
予
算
措
置
に

つ
い
て
は
最
優
先
に
付
け
て
頂
き
た
い

が
ど
う
か
。

県
の
事
業
で
あ
る
第
１
ス

テ
ー
ジ
を
含
む
大
型
マ
イ
ス
施
設
の
基

本
設
計
を
動
か
す
こ
と
で
連
動
す
る
第

２
ス
テ
ー
ジ
の
前
進
に
繋
が
る
こ
と
か

ら
交
付
決
定
に
向
け
て
県
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
む
。

ゆ
い
レ
ー
ル
の
東
海
岸
ま
で
の

延
伸
要
請
に
つ
て
の
提
案
と
し

て
、
小
学
生
・
低
学
年
児
の
皆
さ
ん

に
、
西
原
町
を
走
行
す
る
夢
の
あ
る
絵

を
描
い
て
頂
い
て
、
表
彰
を
与
え
る
と

同
時
に
、
そ
の
優
秀
作
品
を
要
請
書
に

携
え
る
と
か
心
に
響
く
誘
致
運
動
が
で

き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
中
で
検
討
し
た
い
。

◇
小
波
津
川
河
川
の

　早
期
整
備
を
！

小
波
津
川
河
川
の
進
捗
・
完
了

時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

小
波
津
川
河
川
改
修

事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
国
道
３
２
９

号
よ
り
下
流
側
は
平
成
30
年
11
月
末
に

完
成
予
定
で
国
道
３
２
９
号
よ
り
上
流

側
は
平
成
32
年
度
完
了
予
定
で
あ
る
。

小
波
津
川
河
川
の
進
捗
遅
れ
の

主
な
要
因
は
何
か
。

国
道
３
２
９
号
よ
り

下
流
側
の
用
地
取
得
に
時
間
を
要
し
上

流
側
の
整
備
進
捗
に
も
遅
れ
が
生
じ

た
。

平
園
ハ
イ
ツ
内
の
冠
水
後
の
清

掃
等
、
町
か
ら
の
支
援
策
は
あ

る
か
。

自
治
会
、
住
民
が
集

め
た
ご
み
回
収
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

平
園
ハ
イ
ツ
の
皆
さ
ん
と
情
報

共
有
で
き
る
話
し
合
え
る
場
を

設
定
で
き
な
い
か
。意

見
交
換
や
説
明
会

で
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

町
長

建
設
部
長

福
祉
部
長

教
育
部
長

産
業
観
光
課
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

問

問

問問問

問問問

崎原　盛秀  議員
さきはら　 せいしゅう

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

土
木
課
長

建
設
部
長

教
育
部
長

喜納 昌盛  議員
きな　 まさもり

屋比久 満  議員
やびく　 みつる

問問 町
長

町
長

町
長

企
画
財
政
課
長

た
だ



こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

　
子
育
て
・
教
育
費
は
、

　
最
優
先
に
す
べ
き

子
ど
も
の
貧
困
や
困
窮
の
世
代

間
連
鎖
が
深
刻
だ
。
家
庭
の
経

済
格
差
が
教
育
格
差
に
な
ら
ぬ
よ
う
教

育
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、
町
は
財
政

難
を
理
由
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
費
を
減

ら
し
て
い
る
。
保
護
者
や
学
校
現
場
に

不
満
や
落
胆
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

文
教
の
町
と
し
て
、
財
政
難
で
あ
っ
て

も
、
教
育
予
算
は
、
他
の
予
算
よ
り
も

最
優
先
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

本
町
の
教
育
関
係
予
算
、

そ
の
他
行
政
需
要
が
旺
盛
で
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
の
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

文
教
の
町
と
し
て
教
育
関
係
予
算
が
極

端
に
削
ら
れ
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

◇
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

　
た
め
に
無
料
学
習
塾
の
設
置
を

中
学
生
の
通
塾
率
、
保
護
者
の

月
額
の
平
均
負
担
額
は
。

通
塾
率
は
１
生
生
４

割
、
２
年
生
５
割
、
３
年
生
が
７
、
８

割
。
月
額
の
保
護
者
負
担
額
は
約
1.5
万

〜
２
万
円
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

保
護
者
負
担
を
軽
減
し
、
学
力

向
上
の
た
め
に
学
推
協
や
学
校

支
援
地
域
本
部
の
予
算
や
大
学
生
、
退

職
教
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た

無
料
学
習
塾
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

財
政
的
に
設
置
は
厳

し
い
。
経
済
的
事
情
で
塾
へ
通
え
な
い

家
庭
は
、
県
事
業
無
料
塾
の
活
用
が
望

ま
し
い
。

◇
増
加
す
る
不
登
校
、

　
行
き
渋
り
の
児
童
生
徒
を

　
ど
う
守
る
の
か

小
中
６
校
で
登
校
支
援
員
が
廃

止
さ
れ
た
が
、
担
任
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ

や
Ｓ
Ｃ
だ
け
で
十
分
な
の
か
。
児
童
生

徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
満
た
す
た

め
に
は
、
学
校
外
の
適
応
指
導
教
室
の

設
置
が
急
務
で
は
な
い
か
。

今
の
財
政
状
況
で
は

登
校
支
援
員
の
復
活
及
び
適
応
指
導
教

室
設
置
は
厳
し
い
。

　
今
後
も
学
校
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
、
教

育
相
談
員
等
と
連
携
し
、
学
校
復
帰
だ

け
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
い
、
在
宅
学
習
支
援
等
、
適
切

な
支
援
を
図
り
た
い
。
　

◇
「
在
宅
育
児
手
当
」
導
入

　
で
待
機
児
童
の
解
消
を

待
機
児
童
解
消
は
急
務
。
保
育

ニ
ー
ズ
を
減
ら
す
発
想
で
、
在

宅
育
児
手
当
と
い
う
新
し
い
子
育
て
支

援
策
の
導
入
は
。

今
後
の
国
、
県
、
他

市
町
村
の
動
向
、
状
況
を
注
視
し
、
必

要
な
ら
検
討
し
た
い
。

問

問問

問

町
長

　伊集　悟  議員
いじゅ　  さとる

問教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

15 1414
※SSW＝スクール・ソーシャル・ワーカー。学校で困りごとを抱えている子どもと家族を支えるための専門職。
　SC＝スクール・カウンセラー。教育機関において、心理相談業務に従事する心理職専門家。

一
般
質
問

決
算
状
況
・
補
正
予
算

平成29年度平成29年度 決 算 状 況決 算 状 況

決算は黒字？決算は黒字？

町の財政は健全!?町の財政は健全!?

主な事業を見てみよう！主な事業を見てみよう！

　平成29年度の決算が9月定例会で認定されました。
西原町の財政は状況はどうなっているのでしょうか。

平成29年度西原町一般会計決算額
歳入　123億５千万円 （対前年度比11.2％減）
歳出　120億６千万円 （対前年度比10.8％減）
歳入から歳出と繰越額（１千万円）を差し引いた 
実質収支額は、２億８千万円の黒字です。

健全化判断比率の状況
各指標（早期健全化基準）
実質赤字比率（15％）
連結実質赤字比率（20％）
実質公債費比率（25％）
将来負担比率（350％）

※詳しい決算資料等は、西原町HP(ホームページ）をごらんください

評価
良好
良好
良好
良好

平成28年度
赤字なし
赤字なし

8.1%
99.6%

平成29年度
赤字なし
赤字なし

8.2%
94.6%

　地方公共団体は毎年1回、「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律」に基づき、財政状況の検査を受けます。
　本町は、４つの指標の基準値全てを下回り、健全な状況
です。

町の財政は健全!?町の財政は健全!?
主な財政指標

各指標 平成28年度

89.2%
0.629

経常収支比率
財政力指数

平成29年度

92.9%
0.641

（参考）
県内市町村

平均
（H28)

86.70%
0.36

評価

良好
良好

　地方自治法に基づく決算統計による財政指標では、わず
かですが、前年度より財政力指数が上昇しています。
　経常収支比率、公債費負担比率は値が低いほどよい状態
であることを示します。両方とも県内市町村の平均を下
回っており、概ね良好です。

【ハード事業】
○西原南児童館建設事業 約1億7,383万円
○坂田小学校改造防音事業 約1億5,204万円
○西原南幼稚園改造防音事業 約6,406万円
○農水産物流通・加工・観光拠点施設整備事業
 約6,143万円
○東崎兼久線街路整備事業 約5,214万円
○兼久安室線街路整備事業 約358万6千円
○呉屋安室線道路整備事業 約4,636万円
○西原西地区土地区画整理事業 約4億5,384万円

補 正 予 算補 正 予 算
○一般会計補正予算…………………………歳入歳出それぞれ１億5,049万１千円を増額、歳入歳出予算総

額115億9,412万円。主な歳出内容は、防災行政無線子局バッテ
リー修繕費、財政調整基金積立金など。

○国民健康保険特別会計補正予算……………歳入歳出それぞれ56万７千円を追加し、総額56億9790万７
千円。主な歳出内容は、職員手当等。

○土地区画整理事業特別会計補正予算………補正額は０円で、歳出内容の組み替えによる（工事請負費を
300万円を減額し、西原西地区土地区画整理事業調査測量設計
業務委託に300万円を増額。

【ソフト事業】
○こどもの貧困緊急対策支援事業 約1,162万円
○地域型就業意識向上支援事業 約1,256万円
○観光計画策定事業 約652万円
○文化財保存活用事業 約705万円
　（歴史文化基本構想保存活用計画の策定含む） 
○国指定史跡内間御殿整備事業 約607万円

研　修　関　係研　修　関　係
～県町村議会議長会主催研修会～

○10月12日
「町村議会議員・事務局職
員研修会」が開催され、本
町議会議員も参加し、議会
の基本事項を学びました。

○11月６日
「正副常任委員長研修会」
が開催され、本町議会の正
副常任委員長全員が参加
し、委員会の役割や職責等
についてびました。

○11月８日
「議会広報研修会」が２日間
にわたり開催され、紙面づ
くりの基礎を習いました。

議会だより第77号５頁の与儀清
議員の一般質問「◇名前の旧漢字
化の問題」の問いに対する回答者
名に誤りがありましたので、お詫
びして訂正いたします。

【おわびと訂正】

10/12議員・事務局職員研修会

11/6正副常任委員長研修

11/8　広報研修

誤）建設部長

正）総務部長
↓

※
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《 意 見 書 》

《 決 議 》

「すべての沖縄の子どもたちの笑顔のためにこどもの医療費助成制度の
　拡充を求める意見書（県あて）」

議会広報調査特別委員会設置に関する決議

意見書第３号

決議第３号

原案
可決

原案
可決

「すべての沖縄の子どもたちの笑顔のためにこどもの医療費助成制度の
　拡充を求める意見書（国あて）」

意見書第２号

１．こどもの医療費助成制度を現物給付にしたペナルティ（市町村の国保への国庫補助金の削減）は、
　　すべて廃止すること

２．どの地域に住んでいても、少なくとも義務教育の間は、こどもの医療を受ける権利を保障するために、
　　国の制度として中学校卒業まで国の医療費無料制度を早期に実現すること

記

１．こどもの医療費助成制度を現物給付にしたペナルティ（市町村の国保への国庫補助金の削減）は
　　すべて廃止するよう国に強く求めること

２．国の制度として中学校卒業まで国の医療費無料制度を早期に実現するよう国に求めること

３．国の制度ができるまで県の制度として、中学校までの医療費完全無料化を県と市町村が協力して
　　早急に実現すること

１　名　　　称　　議会広報調査特別委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　設置の根拠　　地方自治法第１０９条及び委員会条例第５条　　　　　　　　　　
３　目　　　的　　議会広報の編集及び発行に関する調査　　　　　　　　　　　　　
４　委員の定数　　６人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　委員の任期　　４年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　調査期限      調査終了まで閉会中もなお調査を行うことができる。　

　次のとおり議会広報調査特別委員会を設置するものとする。

記

　陳情第789号「すべての沖縄の子どもたちの健やかな成長のために　こども医療費助成制度の拡充を求める陳
情書」の付託を受けた文教厚生常任委員会では「採択」とし、本会議にその報告をするとともに、国と県あてに
次のとおり２つの意見書を提出した結果、どちらも原案どおり可決されました。

《 陳情・要請 》《 陳情・要請 》《 意見書・決議 》《 意見書・決議 》

陳情番号 件　名 提出者 要　　旨 採決方法及び
付託委員会

結　果

地元産品奨励及び地
元企業優先使用につ
いて（要請）

町で使用する物品等については、
地元産品を優先使用し、公共工事
は地元企業すると同時に、町民に
も地元産品優先使用の意識の高
揚が図れるよう求める。

第785号 本会議即決西原町商工会
会長 仲松　政治

採択
全会一致

第785号

公益社団法人
沖縄県工業
連合会
会長　呉屋 守章

県産品の優先使用に
ついて（要請）

「2018年県産品奨励月間」の趣
旨を理解し、県内企業への優先発
注及び県産品の優先使用につい
て配慮を求める。

本会議即決 採択
全会一致

公益社団法人
日本理科教育
振興振興協会
会長　大久保 昇

平成31年度理科教育
設備整備費等補助金
予算増額計上につい
てのお願い

◆次期学習指導要領の理科教育
では、観察と実験が重視され、
小中ともに「環境整備に十分配
慮すること」とされている。

◆理科授業において、充実した観
察、実験授業を体験されるため
に、次年度の理科教育設備整備
費予算の積極的な予算措置を
求める。

本会議即決 採択
全会一致

第794号

沖縄県社会保障
推進協議会
会長　新垣 安男

すべての沖縄の子ど
もたちの健やかな成
長のためにこども医
療費助成制度の拡充
を求める陳情書

◆子どもの医療費を現物給付にし
た市町村への国庫補助のペナル
ティの廃止を求める。

◆中学校卒業までの医療費無料
制度の早期実現を求める意見
書を国に提出を。

◆国が制度化するまで、県の制度
として、中学校卒業まで、所得
制限なし、現物給付での医療費
無料制度の拡大拡充を県と市
町村の協力による早期実現を求
める意見書を県に提出を。

※17頁　意見書・決議を参照

文教厚生
常任委員会

採択
全会一致

第789号

こばと保育園
保護者一同
代表者　
又吉 紀久美

こばと保育園からこ
ばとゆがふ保育園へ
の認可移行に伴う在
園児への在園保障に
ついての陳情

こばと保育園（認可外）からこば
とゆがふ保育園（認可）の移行に
際し、こばと保育園の在園児が西
原町内外（町内16名・町外32名）
を問わず、卒園までの在園保障を
求める。

文教厚生
常任委員会

趣旨採択
全会一致

第796号
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と
も
に
考
え
る
保
育
園
問
題

と
も
に
考
え
る
保
育
園
問
題

一連
の
新
聞
報
道
等
に
つ
い
て

　
保
育
園
問
題
に
関
す
る
一
連
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
報
道
に
お
い
て
は
、
問
題
の
根
本
的

な
こ
と
が
報
道
さ
れ
ず
、
ま
た
事
実
に
基
づ
か
な
い
報
道
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
議
会
で
行
政
執
行
部
か
ら
の
説
明
と
、
担
当
の
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
で
の
調
査
に
基
づ
き
、
「
何
が
問
題
な
の
か
」
、
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 

ま
ず
、
こ
の
問
題
の
根
本
に
は
、
待
機
児
童
問
題

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
２
年
前
の
「
保

育
園
落
ち
た
、
日
本
死
ね
」
の
ツ
イ
ー
ト
に
端
を
発

し
た
「
保
育
園
落
ち
た
の
は
私
だ
」
と
い
う
運
動
が

日
本
中
に
広
が
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
後
、
認
可
保
育
園
の
増
設
等
に
対
す
る
助

成
の
拡
大
や
保
育
士
の
配
置
基
準
の
改
善
、
保
育
士

全
体
の
賃
金
の
底
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善
な
ど
、
根

本
的
解
決
の
た
め
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
待
機
児
童
問
題
は
未
だ
に
解
決
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
認
可
保
育
園
「
こ
ば
と
ゆ
が
ふ
保
育
園
」
は
、
認

可
外
保
育
園
「
こ
ば
と
保
育
園
」
と
は
関
係
の
な

い
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
新
た
な
認
可
園
と
し
て

設
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。
認
可
保
育
園
新
設
後
も
認

可
外
保
育
園
は
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
西
原
町
と
し
て
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
認
可
外
保

育
園
「
こ
ば
と
保
育
園
」
か
ら
認
可
保
育
園
「
こ
ば

と
ゆ
が
ふ
保
育
園
」
へ
の
移
行
と
い
う
認
識
に
は

立
っ
て
お
ら
ず
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
施
設
と

い
う
こ
と
で
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年
８
月
３
１
日
に
、
こ
ば
と
保
育

園
側
か
ら
保
護
者
の
方
へ
、
経
営
が
困
難
な
た
め
来

年
３
月
末
を
も
っ
て
認
可
外
の
「
こ
ば
と
保
育
園
」

を
閉
園
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
、
保
護
者
の
方
々
は
、
役
場
担
当
課
に
駆
け
込

み
、
町
議
会
へ
認
可
保
育
園
に
お
け
る
町
外
在
住
児

童
を
含
む
全
園
児
の
在
園
児
保
障
の
陳
情
書
を
提
出

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
陳
情
を
受
け
、
町
議
会
で
は
、
福
祉
・
教
育
分
野

を
所
管
す
る
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し

た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
参
考
人
と
し
て
、
保

護
者
の
方
々
を
招
き
、
保
護
者
ら
の
「
こ
ば
と
保
育

園
」
の
保
育
方
針
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
委
員
全
員
が
共
感
し
、
何

と
か
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
担

当
課
に
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
西
原
町
内
の
待
機

児
童
が
２
３
１
人
（
９
月
現
在
）
も
い
る
と
い
う
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
と
し
て
は
、
町
内
の
待
機

児
童
に
対
し
責
任
を
持
つ
べ
き
町
に
対
し
て
、
２
３

１
人
も
町
内
に
待
機
児
童
が
い
る
中
で
、
町
外
在
住

児
童
を
含
む
在
園
児
保
障
の
陳
情
を
採
択
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
ま
た
、
西
原
町
で
は
こ
れ
ま
で
広
域
入
所
も
実
施

し
て
お
り
、
来
年
度
の
申
し
込
み
状
況
を
み
て
、
空

き
が
あ
れ
ば
入
園
を
拒
む
も
の
で
は
な
い
た
め
、
在

住
市
町
村
を
通
じ
、
広
域
利
用
の
申
し
込
み
の
手
続

き
は
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
町
と
保
育
園
に
は

保
育
士
の
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
て
も
ら
い
、
町
外

在
住
児
童
の
保
護
者
の
方
々
に
は
在
住
自
治
体
を
通

し
て
西
原
町
に
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま

し
た
。

　
認
可
保
育
園
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
県
が

認
可
し
て
お
り
、
保
護
者
等
の
就
労
や
疾
病
（
し
っ

ぺ
い
。
病
気
な
ど
の
こ
と
）
な
ど
に
よ
り
保
育
が
必

要
な
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の
居
住
す

る
市
町
村
に
申
し
込
み
を
し
ま
す
。
保
育
料
は
所
得

に
応
じ
て
市
町
村
が
決
定
し
、
市
町
村
に
納
め
ま

す
。

　
市
町
村
は
、
児
童
福
祉
法
第
24
条
第
１
項
に
基
づ

き
、
保
育
の
実
施
義
務
が
あ
り
、
各
市
町
村
は
待
機

児
童
解
消
を
目
指
し
て
、
認
可
保
育
園
の
増
設
を
行

い
、
保
育
士
確
保
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
間
で
格
差
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
よ
る

支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　　
無
認
可
人
保
育
園
（
認
可
外
）
は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
認
可
を
受
け
て
い
な
い
施
設
で
、
保
護
者

の
就
労
や
疾
病
な
ど
、
保
育
必
要
な
事
由
の
有
無
に

関
係
無
く
、
児
童
は
入
所
で
き
ま
す
。
保
育
を
希
望

す
る
保
護
者
は
、
施
設
に
直
接
申
し
込
み
ま
す
。
保

育
料
は
、
保
育
所
施
設
で
決
定
す
る
た
め
、
料
金
も

施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
、
施
設
へ
直
接
納
め
ま
す
。

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
、
児
童
福
祉
法
に
お
け

る
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
公
立
保
育
所
ま
た
は
認

可
保
育
園
建
設
を
進
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
保
育
士

の
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
る
賃
上
げ

等
、
保
育
士
の
待
遇
改
善
を
行
え
ば
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
見
通
し
が
つ
き
、
ど
の
子
も
保
育
を
受
け
る
権

利
が
守
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

根
本
は
待
機
児
童
問
題

認
可
園
と
無
認
可
園
の
違
い

保
育
所
建
設
と
保
育
士
待
遇
改
善
で
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

事
実
経
過

文教厚生常任委員会委員長報告
陳情796号こばと保育園からこばとゆがふ保育園への認可園移行に伴う

在園児への在園保障についての陳情

　平成30年第5回西原町議会定例会において、当文教厚生常任委員会に付託され
た陳情について、本件は、こばと保育園保護者一同（代表者又吉紀久美）から提
出されたものです。当委員会は本件について、10月9日の委員会において、4名の
保護者を招いて詳しく話を伺い、その後、担当課長・係長から話を伺った後、慎
重に審議を行いました。

　陳情事項としては、認可外保育園こばと保育園から、こばとゆがふ保育園への
認可保育園への移行に際し、「こばと」の在園児の住所が西原町内外を問わず
に、卒園まで「こばとゆがふ」にて保育を受けられるようにという内容でした。

審査の内容と結果
　こばと保育園の保育のあり方に対する保護者の皆さんの熱い思いに対してすべ
ての委員が共感し、何とかしてあげたいと思いました。しかしながら、認可外保
育園こばと保育園は存続させつつ、認可保育園こばとゆがふ保育園を別法人で創
設するとの手続きを行っており、町としては待機児童解消の目的での認可保育園
です。今年、平成30年度開園予定が手続きの遅れで来年開園予定となっており、
園の事情で認可外保育園こばと保育園を来年3月で閉園との連絡が保護者へ8月31
日にあったとのことです。町内の待機児童が現在231人という現状で、町外の児
童の保障を約束することはできませんが、町としては、空きがあれば入園できる
とのことです。
　こばとゆがふ保育園と町には、町内外を問わず待機児童解消のため保育士
100％（120%保育可能）確保に全力を尽くすことを要請し、町外の保護者の方
は、在住自治体と本町に申し込みを行うよう要望し、趣旨採択としました。

【
広
域
入
所
（
こ
う
い
き
に
ゅ
う
し
ょ
）
と
は
】

勤
め
先
の
自
治
体
、
里
帰
り
先
の
自
治
体
な
ど
、
居
住
地
以

外
の
自
治
体
に
あ
る
保
育
園
へ
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
。
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笑
顔
で
伝
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を
引
き
継
ぐ
ぞ
！
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笑
顔
で
伝
統
を
引
き
継
ぐ
ぞ
！
（
我
謝
の
子
ど
も
獅
子
舞
）

送付先

題  字 制  作  者

第10期議会広報調査特別委員
後列：左から　　平良正行委員、上里善清委員、新川喜男委員
前列：左から　　崎原盛秀副委員長、伊集　悟委員長、伊計裕子委員

総務財政常任委員会の
浦添市での調査のもよう
（11月12日）

　総務財政常任委員会（真栄城　哲　委員長）は、９月定例会に提出された
陳情第７８９号についての継続審査のため、１１月２日に南風原町、同月１２日
に浦添市を視察調査しました。
　南風原町では一括交付金を使って自治会が指定管理している施設につい
て、浦添市では自治会事務所として使用する土地建物に係る補助制度など
を調査しました。
　また、文教厚生常任委員会（伊計裕子　委員長）も同様に、陳情第792号
についての継続審査のため、１１月１６日に陳情者を参考人招致しての聞き取
り、同月２６日には県高齢者医療広域連を視察し、西原町の高齢者医療の状
況について調査しました。

総務財政常任委員会の
南風原町での調査のようす
（11月2日）

印刷／丸正印刷株式会社

　表紙の題字（『議会だより』の文
字。横書き）と写真を募集していま
す。上手い下手は関係ありません。小
学生から大人まで、いきいきとした
題字と笑顔あふれる写真をお待ちし
ています。

議会事務局（担当：新川）

※詳細は議会ホームページを
　ご覧ください。

Mail : gikai_jimu@town.nishihara.okinawa.jp

  Tel.   945-5122
 Fax.   945-5045

委　員　会　活　動
～閉会中の継続審査～
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12月
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前
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12月
7日（
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前
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12月
7日（
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）午
前
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12月
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例
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12月
定
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12月
定
例
会
開
会
予
定 西 原 町 議 会 事 務 局

議会だよりに対するご意見
ご要望はこちらへ

、

TEL:098-945-5122

9月議会の傍聴者

延べ人数

人44 つ
ぶ
や
き

　
平
成
30
年
９
月
９
日
に

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
町
民
の
負
託
を
受
け

て
、
新
た
な
19
名
体
制
で

町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
担

当
す
る
議
会
広
報
調
査
特

別
委
員
会
も
今
号
か
ら
新

体
制
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　
議
会
と
住
民
を
結
ぶ
架

け
橋
と
し
て
、
議
会
活
動

を
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る

重
要
な
役
割
が
議
会
だ
よ

り
で
す
。
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ

き
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
度
と
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　

（ 

伊
集
　
　
悟 

）

西
原
南
小
学
校
２
年

し
ま
ぶ
く
ろ
　
　
　
ひ
な
た

島
袋 

ひ
な
た
さ
ん

あなたの作品を
議会だよりに

掲載しませんか？

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を

お寄せ
ください
お寄せ
ください

議会だより
第78号

【ひとこと】
習字は習っていません

が、やってみたいと思い、筆
ペンでチャレンジしました。
将来はマンガ家とピアニス

トになりたいです。


